
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
オンスクリーン表示を行うＲＧＢ信号を生成するオンスクリーン表示生成回路と、
映像信号と前記オンスクリーン表示生成回路の出力を重ね合わせて受像管に出力するＲＧ
Ｂ制御回路と、
前記ＲＧＢ制御回路の出力を偏向する偏向回路と、
前記オンスクリーン表示生成回路及び前記偏向回路を制御するマイクロコンピュータとを
具備し、

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＴＶのブラウン管やＣＲＴモニタ等の受像管の映像と重ねて表示するオンスク
リーン表示が、偏向拡大によるズーミングによって画面をはみ出したり中央に偏ったりす
るのを防止するオンスクリーン表示位置補正装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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前記マイクロコンピュータは前記偏向回路に表示映像を拡大または縮小する指示を出すと
同時に、前記オンスクリーン表示生成回路にオンスクリーン表示の最下部または最上部を
画面の下端または上端に合わせるように表示位置をシフトする指示を出す
ことを特徴とするオンスクリーン表示位置補正装置。



従来のオンスクリーン表示装置としては、例えば、特開平８ー２３５０２号公報などが提
案され、映像ズーミング時にオンスクリーン文字等の視認性を良くする装置の一例が記さ
れている。
【０００３】
前記特開平８ー２３５０２号公報の構成と動作を、図６を用いて説明する。図６は、光源
６０１の白色光をリフレクタ６０２で反射し、集光レンズ６０３で集光し液晶パネル６０
４に入射し、画像に生成した光を投射レンズ６０５でスクリーン６０６に投射する。ズー
ム検出部６０７で投射レンズのズーム位置を検出し、比較部６０９にて記憶部６０８より
のデータと比較しズーム位置（比）の信号を出力する。この信号に基づいて、キャラクタ
制御部６１０を介しキャラクタ生成部６１１を制御し、生成されるオンスクリーン文字等
の表示サイズを可変する。キャラクタ生成部よりの信号はオンスクリーン表示制御部６１
２にて映像信号に重畳され、ディスプレイ駆動部６１３を介して液晶パネルを駆動する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記発明はスクリーンの画像サイズを縮小・拡大した場合に、オンスクリ
ーン表示等も同一比率で縮小・拡大せず、オンスクリーン文字等の表示サイズを可変する
ことでオンスクリーン文字等の視認性を良くすることが目的であり、本発明のようにオン
スクリーン文字等を表示する位置を補正するものではない。また本発明は画像サイズを拡
大した場合にオンスクリーン文字等が画面をはみ出したり中央に偏ったりすることを防ぐ
ことを目的としている。また前記発明は、キャラクタ生成部にてオンスクリーン文字等の
表示サイズが可変でなければ実現できないという問題を有していた。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記問題点を解決するために本発明のオンスクリーン表示位置補正装置は、オンスクリー
ン表示を行うＲＧＢ信号を生成するオンスクリーン表示生成回路と、映像信号と前記オン
スクリーン表示生成回路の出力を重ね合わせて受像管に出力するＲＧＢ制御回路と、前記
ＲＧＢ制御回路の出力を偏向する偏向回路と、前記オンスクリーン表示生成回路及び前記
偏向回路を制御するマイクロコンピュータとを具備し、

、偏向回路による映像信号
の偏向拡大によるズーミングを行った場合、ＲＧＢ制御回路にて映像信号に重畳されたオ
ンスクリーン文字等も偏向拡大にてズーミングされて、拡大された時には表示画面をはみ
出したり、縮小された時には画面中央に偏ったりするが、このときマイクロコンピュータ
にてオンスクリーン生成回路を制御してオンスクリーン文字等の表示位置を補正したり、
再表示することにより、映像ズーミング時にオンスクリーン文字等も同時に拡大または縮
小されて画面をはみ出したり中央に偏ったりすることを防ぐことを可能にしたものである
。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の請求項１に記載の発明は、オンスクリーン表示を行うＲＧＢ信号を生成するオン
スクリーン表示生成回路と、映像信号と前記オンスクリーン表示生成回路の出力を重ね合
わせて受像管に出力するＲＧＢ制御回路と、前記ＲＧＢ制御回路の出力を偏向する偏向回
路と、前記オンスクリーン表示生成回路及び前記偏向回路を制御するマイクロコンピュー
タとを具備し、

ことにより、映像ズーミング時にオンスクリーン文字等も同時に拡大または縮小されて画
面をはみ出したり中央に偏ったりすることがなくなる。以上のように偏向回路による映像
信号の偏向拡大によるズーミングを行った際に、オンスクリーン文字等の表示位置を補正
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前記マイクロコンピュータは前記
偏向回路に表示映像を拡大または縮小する指示を出すと同時に、前記オンスクリーン表示
生成回路にオンスクリーン表示の最下部または最上部を画面の下端または上端に合わせる
ように表示位置をシフトする指示を出すようにしたものであり

前記マイクロコンピュータは前記偏向回路に表示映像を拡大または縮小す
る指示を出すと同時に、前記オンスクリーン表示生成回路にオンスクリーン表示の最下部
または最上部を画面の下端または上端に合わせるように表示位置をシフトする指示を出す



したり、再表示することにより、映像ズーミング時にオンスクリーン文字等も同時に拡大
または縮小されて画面をはみ出したり中央に偏ったりすることを防止するという作用を有
する。
【０００７】
以下、本発明の実施の形態について、図１から図５を用いて説明する。
（実施の形態１）
図１は本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図を示
す。
【０００８】
図１において、符号１０１はＲＧＢ制御回路、符号１０２はオンスクリーン表示生成回路
、符号１０３はマイクロコンピュータ、符号１０４は偏向回路、符号１０５は受像管を示
す。
【０００９】
以上のように構成されたオンスクリーン表示位置補正装置について、以下その動作を説明
する。
【００１０】
図１において、オンスクリーン生成回路１０２は受像管１０５上で映像に重ねて表示する
文字や図形をマイクロコンピュータ１０３の指示を受けて生成し、ＲＧＢ信号とＦＢ信号
としてＲＧＢ制御回路１０１に対して出力する。
【００１１】
また、ＲＧＢ制御回路１０１は受け取ったＲＧＢ信号と映像信号をＦＢ信号をスイッチと
して混合する。
【００１２】
混合された映像信号はマイクロコンピュータ１０３の指示を受けて調整され受像管１０５
にＲＧＢ信号として送られる。
【００１３】
また偏向回路１０４はマイクロコンピュータ１０３の指示にて同期信号からＨ、Ｖ信号を
生成して受像管１０５に出力し表示映像のズーム度合いを決定する。
【００１４】
さて、偏向拡大による映像の拡大や縮小を行う際、マイクロコンピュータ１０３は偏向回
路１０４に映像表示の垂直振幅を大きくあるいは小さくするように指令する。
【００１５】
オンスクリーン文字等が重畳された映像信号が偏向拡大・縮小されるので、画面上のオン
スクリーン文字等も同じ比率で拡大・縮小されるが、このときに画面上端や画面下端に表
示されていたオンスクリーン文字等は画面をはみ出して見えなくなったり中央に偏る。
【００１６】
前記オンスクリーン文字等が画面をはみ出して見えなくなる現象や中央に偏る現象を回避
するためには、オンスクリーン文字等の表示位置を変えて、画面内の正規の位置に再表示
すればよい。
【００１７】
そこで、マイクロコンピュータ１０３は偏向回路１０４にズーミングの指示を出す時に同
時にオンスクリーン生成回路１０２に対して、オンスクリーン文字等の最下部または最上
部を画面の下端または上端に合わせるように表示位置をシフトするように指示を出し、そ
の結果本来の位置からはずれるオンスクリーン表示の最上部または最下部近辺のオンスク
リーン文字等を一端消去し、画面全体の正規の位置に再表示する指示を出し、オンスクリ
ーン文字等の表示位置を補正する。
【００１８】
（実施の形態２）
図２は本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図を示
す。

10

20

30

40

50

(3) JP 3551003 B2 2004.8.4



【００１９】
図２において、符号２０１はＲＧＢ制御回路、符号２０２はオンスクリーン表示生成回路
、符号２０３はマイクロコンピュータ、符号２０４は偏向回路、符号２０５は受像管を示
す。
【００２０】
以上のように構成されたオンスクリーン表示位置補正装置について、以下その動作を説明
する。
【００２１】
図２において、オンスクリーン生成回路２０２は受像管２０５上で映像に重ねて表示する
文字や図形をマイクロコンピュータ２０３の指示を受けて生成し、ＲＧＢ信号とＦＢ信号
としてＲＧＢ制御回路２０１に対して出力する。
【００２２】
また、ＲＧＢ制御回路２０１は受け取ったＲＧＢ信号と映像信号をＦＢ信号をスイッチと
して混合する。
【００２３】
混合された映像信号はマイクロコンピュータ２０３の指示を受けて調整され受像管２０５
にＲＧＢ信号として送られる。
【００２４】
また偏向回路２０４はマイクロコンピュータ２０３の指示にて同期信号からＨ、Ｖ信号を
生成して受像管２０５に出力し表示映像のズーム度合いを決定する。
【００２５】
さて、偏向拡大による映像の拡大を行う際、マイクロコンピュータ２０３は偏向回路１０
４に映像表示の垂直振幅を大きくするように指令する。
【００２６】
オンスクリーン文字等が重畳された映像信号が偏向拡大されるので、画面上のオンスクリ
ーン文字等も同じ比率で拡大されるが、このときに画面上端や画面下端に表示されていた
オンスクリーン文字等は画面をはみ出して見えなくなる。
【００２７】
前記オンスクリーン文字等が画面をはみ出して見えなくなる現象を回避するためには、オ
ンスクリーン文字等の表示位置を変えて、画面内に収まる位置に再表示すればよい。
【００２８】
そこで、マイクロコンピュータ２０３は偏向回路２０４にズーミングの指示を出す時に同
時にオンスクリーン生成回路２０２に対して、オンスクリーン文字等の最下部または最上
部を画面の下端または上端に合わせるように表示位置をシフトするように指示を出し、そ
の結果本来の位置からはずれるオンスクリーン表示の最上部または最下部近辺のオンスク
リーン文字等を一端消去し、画面全体の正規の位置に再表示する指示を出し、オンスクリ
ーン文字等の表示位置を補正する。
【００２９】
（実施の形態３）
図３は本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図を示
す。
【００３０】
図３において、符号３０１はＲＧＢ制御回路、符号３０２はオンスクリーン表示生成回路
、符号３０３はマイクロコンピュータ、符号３０４は偏向回路、符号３０５は受像管を示
す。
【００３１】
以上のように構成されたオンスクリーン表示位置補正装置について、以下その動作を説明
する。
【００３２】
図３において、オンスクリーン生成回路３０２は受像管３０５上で映像に重ねて表示する
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文字や図形をマイクロコンピュータ３０３の指示を受けて生成し、ＲＧＢ信号とＦＢ信号
としてＲＧＢ制御回路３０１に対して出力する。
【００３３】
また、ＲＧＢ制御回路３０１は受け取ったＲＧＢ信号と映像信号をＦＢ信号をスイッチと
して混合する。
【００３４】
混合された映像信号はマイクロコンピュータ３０３の指示を受けて調整され受像管３０５
にＲＧＢ信号として送られる。
【００３５】
また偏向回路３０４はマイクロコンピュータ３０３の指示にて同期信号からＨ、Ｖ信号を
生成して受像管３０５に出力し表示映像のズーム度合いを決定する。
【００３６】
さて、偏向拡大による映像の縮小を行う際、マイクロコンピュータ３０３は偏向回路３０
４に映像表示の垂直振幅を小さくするように指令する。
【００３７】
オンスクリーン文字等が重畳された映像信号が偏向縮小されるので、画面上のオンスクリ
ーン文字等も同じ比率で縮小されるが、このときに画面上端や画面下端に表示されていた
オンスクリーン文字等は画面中央に偏る。
【００３８】
前記オンスクリーン文字等が画面中央に偏る現象を回避するためには、オンスクリーン文
字等の表示位置を変えて、画面内の正規の位置に再表示すればよい。そこで、マイクロコ
ンピュータ３０３は偏向回路３０４にズーミングの指示を出す時に同時にオンスクリーン
生成回路３０２に対して、オンスクリーン文字等の最下部または最上部を画面の下端また
は上端に合わせるように表示位置をシフトするように指示を出し、その結果本来の位置か
らはずれるオンスクリーン表示の最上部または最下部近辺のオンスクリーン文字等を一端
消去し、画面全体の正規の位置に再表示する指示を出し、オンスクリーン文字等の表示位
置を補正する。
【００３９】
（実施の形態４）
図４は本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図を示
す。
【００４０】
図４において、符号４０１はＲＧＢ制御回路、符号４０２はオンスクリーン表示生成回路
、符号４０３はマイクロコンピュータ、符号４０４は受像管を示す。
【００４１】
以上のように構成されたオンスクリーン表示位置補正装置について、以下その動作を説明
する。
【００４２】
図４において、オンスクリーン生成回路４０２は受像管４０４上で映像に重ねて表示する
文字や図形をマイクロコンピュータ４０３の指示を受けて生成し、ＲＧＢ信号とＦＢ信号
としてＲＧＢ制御回路４０１に対して出力する。
【００４３】
また、ＲＧＢ制御回路４０１は受け取ったＲＧＢ信号と映像信号をＦＢ信号をスイッチと
して混合する。
【００４４】
混合された映像信号はマイクロコンピュータ４０３の指示を受けて調整され受像管４０４
にＲＧＢ信号として送られる。
【００４５】
さて、映像信号の種類がＰＡＬ等５０ＨＺ系信号からＮＴＳＣ等６０ＨＺ系信号に変化し
た際、水平走査線数が６２５本から５２５本に変化するため、画面上のオンスクリーン文
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字等はこの比率で拡大されるが、このときに画面下端に表示されていたオンスクリーン文
字等は画面をはみ出して見えなくなる。
【００４６】
前記オンスクリーン文字等が画面をはみ出して見えなくなる現象を回避するためには、オ
ンスクリーン文字等の表示位置を変えて、画面内に収まる位置に再表示すればよい。
【００４７】
そこで、マイクロコンピュータ４０３は、映像信号の変化を読みとるとオンスクリーン生
成回路４０２に対して、本来の位置からはずれるオンスクリーン表示の最下部近辺のオン
スクリーン文字等を一端消去し、画面全体の正規の位置に再表示する指示を出し、オンス
クリーン文字等の表示位置を補正する。
【００４８】
（実施の形態５）
図５は本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図を示
す。
【００４９】
図５において、符号５０１はＲＧＢ制御回路、符号５０２はオンスクリーン表示生成回路
、符号５０３はマイクロコンピュータ、符号５０４は受像管を示す。
【００５０】
以上のように構成されたオンスクリーン表示位置補正装置について、以下その動作を説明
する。
【００５１】
図５において、オンスクリーン生成回路５０２は受像管５０４上で映像に重ねて表示する
文字や図形をマイクロコンピュータ５０３の指示を受けて生成し、ＲＧＢ信号とＦＢ信号
としてＲＧＢ制御回路５０１に対して出力する。
【００５２】
また、ＲＧＢ制御回路５０１は受け取ったＲＧＢ信号と映像信号をＦＢ信号をスイッチと
して混合する。
【００５３】
混合された映像信号はマイクロコンピュータ５０３の指示を受けて調整され受像管５０４
にＲＧＢ信号として送られる。
【００５４】
さて、映像信号の種類がＮＴＳＣ等６０ＨＺ系信号からＰＡＬ等５０ＨＺ系信号に変化し
た際、水平走査線数が５２５本から６２５本に変化するため、画面上のオンスクリーン文
字等はこの比率で縮小されるが、このときに画面下端に表示されていたオンスクリーン文
字等は画面中央に偏る。
【００５５】
前記オンスクリーン文字等が画面中央に偏る現象を回避するためには、オンスクリーン文
字等の表示位置を変えて、画面内の正規の位置に再表示すればよい。そこで、マイクロコ
ンピュータ５０３は、映像信号の変化を読みとるとオンスクリーン生成回路５０２に対し
て、本来の位置からはずれるオンスクリーン表示の最下部近辺のオンスクリーン文字等を
一端消去し、画面全体の正規の位置に再表示する指示を出し、オンスクリーン文字等の表
示位置を補正する。
【００５６】
【発明の効果】
以上のように本発明のオンスクリーン表示位置補正装置によれば、偏向回路による映像信
号の偏向拡大によるズーミングを行った際に、オンスクリーン文字等の表示位置をシフト
させたり、表示中の一部の表示は一度消去し再表示させることで、映像ズーミング時にオ
ンスクリーン文字等も同時に拡大または縮小されて画面をはみ出したり中央に偏ったりす
ることを防ぐことが出来る。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図
【図２】本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図
【図３】本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図
【図４】本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図
【図５】本発明の一実施例におけるオンスクリーン表示位置補正装置のブロック構成図
【図６】従来のオンスクリーン表示装置のブロック構成図
【符号の説明】
１０１，２０１，３０１，４０１，５０１　ＲＧＢ制御回路
１０２，２０２，３０２，４０２，５０２　オンスクリーン表示生成回路
１０３，２０３，３０３，４０３，５０３　マイクロコンピュータ
１０４，２０４，３０４　偏向回路
１０５，２０５，３０５，４０４，５０４　受像管
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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